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中間赤外線分光観測に基づくディープ・インパクト・イジェクタの結晶質／非晶質
シリケイト比

Mass Ratio of Crystalline to Amorphous Silicates for the Ejecta Dust of Comet 9P/Tempel
1 induced by Deep Impact
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我々は、すばる望遠鏡＋ COMICSを用いて、NASAのディープ・インパクト探査機がテンペル第１彗星へ衝突する前
後の様子を中間赤外線領域で観測した。本講演では、衝突約 4時間後におこなわれた分光観測で取得したイジェクタ（衝
突放出物）のスペクトルを解析した結果に焦点を置いて報告する。解析の際には、昨年の講演でも紹介した彗星ダスト
の熱放射モデルを用い、イジェクタ中のダストの量と組成・粒径分布を導出した。

ディープ・インパクトの衝突で放出されるダストは通常のコマ活動とは異なる粒径分布を持つことが予想されるため、
今回の解析では、彗星ダストのモデルに良く用いられる Hannerサイズ分布以外にも、べき乗分布、log-normal分布、な
ど幾つかの異なる粒径分布を用いた解析をおこない、イジェクタ・ダストの粒径分布に詳細な制限を加えた。

一方組成に関しては、木星族彗星であるテンペル第１彗星の内部からのイジェクタ・ダストが、ヘールボップ彗星な
どのオールト雲彗星のコマ中のダストと非常に似た結晶質／非晶質比と粒径分布を持ったシリケイト粒子から構成され
ていることを明らかにした。特に sub-micronサイズ領域での結晶質／非晶質の質量比は～４と非常に大きく、これは木
星族短周期彗星としては最も大きな値である。これまで見つかっている中では、ゲーレルス第２彗星（78P/Gehrels 2）が
短周期彗星で最も大きな数値（0.86）であったが、これを大きく上回り、オールト雲彗星の値に匹敵する。

以上のように、これまでの彗星の中間赤外線分光観測では、木星族短周期彗星のコマ中のシリケイト・ダストはオー
ルト雲彗星と非常に違った特徴を持っていることを示していたが、今回のディープ・インパクトの観測結果は、この違
いはあくまで表面的であり彗星内部のダストは非常に似た性質を持っていることを強く示唆している。


